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鹿児島県から得られたエボシダイ科魚類エボシダイ
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　はじめに

エボシダイ科魚類は鋤骨，口蓋骨および基鰓

骨に細かな歯を有すること，尾柄部が側扁し側面

に隆起を欠き，尾柄高が体長の 5%以上であるこ

と，背鰭と臀鰭の軟条数はともに 15以上である

こと，体側鱗が円鱗であることなどで特徴づけら

れ る（Haedrich, 1967; Haedrich and Horn, 1972; 

Last, 2001）．本科魚類は日本からはオキメダイ

Cubiceps baxteri McCulloch, 1923，ユメオキメダ

イ C. paradoxus Butler, 1979，ホソオキメダイ C. 

pauciradiatus Günther, 1872，ボウズコンニャク C. 

whiteleggii (Waite, 1894)， エ ボ シ ダ イ Nomeus 

gronovii (Gmelin, 1789)， ク ラ ゲ ウ オ Psenes 

arafurensis Günther, 1889，スジハナビラウオ P. 

cyanophrys Valenciennes, 1883，シマハナビラウオP. 

maculatus Lütken, 1880，およびハナビラウオ P. 

pellucidus Lütken, 1880の 9種の分布が確認されて

いる（中坊・土居内，2013）．そのうちエボシダ

イの鹿児島県における記録は乏しく，長島列島か

らのもののみに限られていた（並田，1977；中坊・

土居内，2013）．

2016年 5月 18日に薩摩半島西岸から 1個体の

エボシダイが採集された．本標本は本種の鹿児島

県薩摩半島における初めての記録ならびに鹿児島

県における標本に基づく初めての記録となるた

め，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法はHaedrich (1967)にしたがった．

標準体長は体長と表記し，体各部の計測はデジタ

ルノギスを用いて 0.1 mmまでおこなった．エボ

シダイの生鮮時の体色の記載は，固定前に撮影さ

れた鹿児島県産の標本（KAUM–I. 89898）のカラー

写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，および

固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告に用

いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）

に保管されており，上記の生鮮時の写真は同館の

データベースに登録されている． 

　結果と考察

Nomeus gronovii  (Gmelin, 1789)

エボシダイ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 89898，体長 103.7 mm，鹿児

島 県 南 さ つ ま 市 笠 沙 町 片 浦 崎 ノ 山 東 側

（31°25′44″N, 130°11′49″E），水深 27 m，2016年 5

月 18日，定置網，伊東正英．

記載　背鰭条数 XI-I, 26；臀鰭条数 V, 26；胸鰭

軟条数 21；腹鰭条数 I, 5；鰓耙数 8 + 1 + 15 = 24．

体各部測定値の体長に対する割合（%）：全長

135.5；頭長 27.8；胸鰭長 35.9；腹鰭長 25.7；背

鰭第 1棘最長棘長（第 4棘）12.4；背鰭前長

33.0；臀鰭前長 56.3；体高 26.1；尾柄高 8.5；眼

径 6.5；上顎長 6.3；眼隔域幅 6.1．
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体は前後方向に長い長楕円形で側扁し，体高

は背鰭第 10棘起部で最大．体背縁は吻端から背

鰭第 10棘起部にかけて緩やかに上昇し，そこか

ら第 2背鰭基底後端にかけて緩やかに下降する．

体腹縁は下顎先端から鰓蓋後端直下にかけて緩や

かに下降し，そこから臀鰭起部にかけては直線状

を呈し，体軸と並行となる．臀鰭基底腹縁は直線

状を呈し，緩やかに上昇する．尾柄部は背縁と腹

縁ともに直線状を呈し，体軸に平行．胸鰭基底上

端と胸鰭基底下端は鰓蓋後端よりも僅かに後方，

背鰭第 3棘起部直下にそれぞれ位置する．胸鰭後

端は丸みを帯び，背鰭第 9軟条起部直下，臀鰭第

6軟条起部直上に達する．腹鰭起部は胸鰭第 2軟

条起部直下に位置し，腹鰭基底後端は胸鰭基底下

端より僅かに前方に位置する．腹鰭最後軟条は体

と鰭膜でつながる．たたんだ腹鰭の後端は臀鰭起

部よりも僅かに後方に達する．体腹面には腹鰭を

たためる溝がある．背鰭起部は腹鰭起部より僅か

に前方に位置し，背鰭基底後端は臀鰭基底後端直

上に位置する．臀鰭起部は背鰭第 1軟条起部直下

に位置する．尾鰭は二叉型で深く湾入する．肛門

は正円形を呈し，臀鰭起部前方に位置する．眼と

瞳孔はともに正円形．鼻孔は 2対で前鼻孔と後鼻

孔は互いに近接し，吻端に位置する．前鼻孔は正

円形を呈し，後鼻孔は背腹方向に長い楕円形．両

鼻孔に皮弁は無い．口は小さく端位．上顎後端は

眼の前縁よりも前方に位置する．前鰓蓋骨と鰓蓋

骨後縁はともに円滑．前鰓蓋骨屈曲部から前鰓蓋

骨下縁は鋸歯状．鰓耙は細長い．鰓弁は細長いフィ

ラメント状．体は細かく，薄い円鱗に被われる．

背鰭前方鱗被鱗域の先端は両眼の先端を結んだ線

よりも前方に達する．頬部に微小な被鱗域を有し，

その先端は眼の中央より僅かに後方．両顎と口蓋

骨には細い小円錐歯が 1列に並ぶ．鋤骨には小円

錐歯が密生する．舌には歯が無い．側線は完全で，

鰓蓋上方から始まり，体背縁と平行に尾鰭基底に

かけて入る．

色彩　生鮮時の色彩―体背面から体側上部は

青みがかった黒色を呈し，体側中央から体腹面に

かけては明るい白色．体側上部には眼よりも大き

い黒色斑が 2個ある．背鰭基底後端から尾柄にか

けて，体を横断する黒色横帯が 2本はいる．体側

下部には眼と同大かあるいはそれより小さい黒色

斑が散在する．背鰭各鰭条間の鰭膜は黒色を呈し，

各鰭条は白色．胸鰭は黒色を呈し，下部の 3分の

1程度が白色．腹鰭は一様に黒色を呈し，各軟条

間の鰭膜に白色斑がはいる．臀鰭は明るい白色を

呈し，黒色斑が 3個はいる．尾鰭は黒色を呈し，

後縁は白色に縁取られる．尾鰭基底に黒色斑が横

に 2つ並ぶ．虹彩は銀白色．

Fig. 1. Fresh specimen of Nomeus gronovii. KAUM–I. 89898, 103.7 mm standard length, Kasasa, Minami-satsuma, Kagoshima Prefecture, 
southern Japan.
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分布　三大洋の熱帯・亜熱帯域に広く分布す

る（Haedrich, 1967; Haedrich and Horn, 1972; 

Ahlstrom et al., 1976; Suda et al., 1986；岡村，1997; 

Last, 2001; Blaylock et al., 2004; Ho et al., 2010；中

坊・土居内，2013; Lee et al., 2015; Chen and Thang, 

2015）．日本国内では小笠原諸島，福島県小名浜

から土佐湾にかけての太平洋岸，長崎県野母崎お

よび鹿児島県長島列島から報告されていたが（塩

垣・ 道 津，1973； 並 田，1977; Shinohara et al., 

2001；茨城の海産動物研究会，2004; Senou et al., 

2006；中坊・土居内，2013），本研究により，鹿

児島県薩摩半島西岸における分布も確認された．

備考　鹿児島県産の標本は，体高が体長の

26.1%であること，舌に歯が無いこと，体と尾鰭

に黒色斑があること，背鰭前方鱗被鱗域の先端が

両眼の先端を結んだ線よりも前方に達すること，

臀鰭軟条数が 26であること，腹鰭起部が胸鰭第

2軟条起部直下に位置すること，Haedrich (1967), 

Hardrich and Horn (1967, 1972), Last (2001), Ho et al. 

(2010)，および中坊・土居内（2013）の報告した N. 

gronoviiの標徴とよく一致したため，本種と同定

された．

内田（1931）は，N. gronoviiがカツオノエボシ

Physalia physalis (Linnaeus, 1758)に随伴する習性

を報告すると同時に，N. gronoviiが日本沿岸でも

時折採集されることを報告したが，和名は与えて

おらず，また詳細な産地に関する言及もしていな

い．阪本（1931）は，千葉県鴨川市太海から得ら

れた本種の幼魚（全長 73 mm）を報告し，これ

が本種の標本に基づく初めての日本沿岸からの記

録と思われる．同時に，彼は本種に対し和名「え

ぼしだひ」を提唱した．その後，エボシダイは，

小笠原諸島父島，茨城県（茨城の海産動物研究会，

2004），久慈川河口沖（茨城の海産動物研究会，

2007），千葉県銚子（Suda et al., 1986），館山市相

浜（Miya et al., 1994），東京湾（Suda et al., 1986），

神奈川県横須賀市佐島（林，1982），静岡県伊東

市富戸（吉野，2008），下田市白浜竜宮島（松岡，

1972），清水（Suda et al., 1986），三重県英虞湾（鈴

木・ 片 岡，1997）， 土 佐 湾（ 宇 井，1924; 

Kamohara, 1958），および長崎県野母崎町（塩垣・

道津，1973）などから報告されている．しかし，

鹿児島県内における本種の記録は少なく，並田

（1977）によるもののみである．彼は長島列島諸

浦島・伊唐島の間から採集された全長 65.5 mmの

本種 1個体の形態に関して詳細な記載をおこなっ

たが，その標本は残されていない．その他，本種

は鹿児島湾（今井・中原，1969），宇治群島

（Motomura et al., 2015），大隅諸島屋久島（Motomura 

et al., 2010），薩摩硫黄島，竹島（本村ほか，

2013），奄美群島与論島（本村・松浦，2014）など，

鹿児島県内各地における大規模な魚類相調査にお

いても報告されていない．したがって記載標本は

本種の鹿児島県薩摩半島における初めての記録な

らびに鹿児島県における標本に基づく初めての記

録となる．

エボシダイの幼魚は内田（1931）や沖山（1961），

並田（1977），鈴木・片岡（1997），および中坊・

土居内（2013）などによって報告されている通り，

カツオノエボシに付随することが知られている

が，第 2著者の観察によると記載標本の採集時，

カツオノエボシは採集されず，単独で泳いでいた

可能性が高い．エボシダイの幼魚はカツオノエボ

シ以外にも，海面に浮遊するゴミなどに付随する

ことが松岡（1972）や吉野（2008）などによって

報告されており，記載標本もこれらに付随してい

たと思われる．
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